審査基準
	審査の項目
	審査の視点
	配点

	１ 業務理解度
	業務理解度
	・伝統的地場産品を研究し、特性をふまえたうえで、本業務の目的、内容を十分に理解し、仕様書の内容に即した提案がなされているか。
	１０

	
	業務実績
	・本業務遂行に必要な、販路開拓支援、プロモーションに関して事業者への支援実績があり有用なものであるか。
	１０

	２ 業務具体性
	ターゲットおよびプロモーション
	・各対象事業者の状況に応じてターゲッティングを設定し、若い世代や新しい顧客層にもPRできる提案がなされているか。
	１０

	
	販路開拓
	・多様な販路へのアプローチできる体制を整え、事業者の受発注の機会を創出し、事業終了後も継続できる提案がなされているか。
	２０

	
	持続性
	・事業終了後も事業者が自立してブランド価値向上や継続的な発信・販売体制構築できる体制整備の提案がなされているか。
	２０

	３ 業務遂行力
	業務実施体制
	・本業務実施に必要な組織、人員体制が整っており、各役割とスケジュールが明確で、業務を円滑に企画、運営することが可能なものとなっているか。
	２０

	４ 経費妥当性
	見積金額
	・提案内容等に応じた見積金額及び積算内訳が妥当か。
※金額の多寡は数値化しない。
	１０

	合計
	１００



